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宛 eak∝ 涛 となるo
ピーク数 -竪 詣 品より､ピーク数が推測できるので上で得たRscと電eakを用いると次式の
関係を得る｡
ピーク数 =旦 ∝xもeak (uo一去)JF (3)
非線形性と重力が増大することでピーク数の増大が起こることがこの関係より推測される｡
重力制御については､近年の宇宙開発計画で提案されている宇宙空間 (宇宙ステーション､人
工衛星)での実験において可能であり､非線形性の制御については､Feshbach共鳴の技術やBEC
に関与する原子数の調節で可能となる｡
本稿の非線形シュレー ディンガー方程式は､ノルムを保存し､ガリレイ変換および同種粒子間
の座標入れ替えに対して不変な形式を持っている｡そこで､この非線形シュレーディンガー方程
式を巨視的ではなく微視的量子論の基礎方程式とみなすと､どのようなことになるのだろう?こ
れは､量子カオスの最も根源的で歴史貫通的なテーマといえよう｡
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